
  

  

 

 

 

理事長あいさつ 

NPOみんなでお城をつくる会を

設立して二年が経ちました。

正直に申し上げて、まだまだ

組織としての基盤が整わず、

多くの市民を巻き込んだ潮流

を生み出せておりません。 

三年目を迎え、今年こそ天守

木造への機運をもたらせるよう

気を引き締めて臨みたいと

思います。 

様々な活動を仕掛ける中で、

多くの方から「本当に作れるの?」

というお声があります。それは

「確実性のないものには協力

できない」という声でもあり、

民意を盛り上げるには、木造で

建てられる明確な担保が必要で

あるということでもあります。

一昨年の秋に市に対して「天守

木造の可能性検証の検討組織」

を要請して、庁内での調整が

進んではおりますが、まだ実態が

できておりません。これを今年中

に稼働させていけるよう、働き

かけを更に密にしたいと考えます。 

建設資金活動が本格的に

なるのは、まだ先のことでは

ありますが、NPO が公益認定を

受けることで法人寄付が受け

やすくなったり、市のふるさと

基金の対象になることで個人の

寄付を受けやすくしたり・・・

そういう面の基盤整備も急がねば

なりません。 しかしながら、

そのためにも木造化可能性検証

が土台として必要であります。 

西和夫先生が主導された、

現存する３基の天守模型の調査

研究によって、県立歴史博物館に

展示されている東博模型が最も

史実に近いこと、そしてその

最上階に摩利支天を祀る祭壇が

あったことが解明されました。

それにより現在耐震改修中の

天守の最上階には、かつての様を

復元して摩利支天を祀ることと

なり、NPO が辻村さんの森で

祭礼伐採した樹齢２００年超の

大径木が使われます。 

西和夫先生は、その研究発表を

成された直後に急逝され、NPO

としましても希有な指導者を

失ったことは大変残念なこと

ではございますが、先生が残して

くださった研究成果を天守木造化

可能性検証の大きな礎として

活かさせていただこうと強い意を

持って参りたいと思います。 

（鈴木 博晶） 

10 月 25 日開催 小田原城ウォークラリー 
                 

 教育の観点だけなく地元に残る

郷土の遺産としてお子さんたち

にも小田原城を知って頂きたい

という思いもあり、クイズ形式の

ウォークラリーを行いました。 

 講師には私と小田原城研究の

第一人者である田代道彌さんを

お迎えして 2 人で小田原城址公園

を約半日子供たちと歩きました。 

朝9時に保護者も含めて約40名

の方々が、スタート地点である

小田原市民会館に集合し、江戸

時代の将軍家の登城ルートである

大手門から三の丸、二の丸、本丸

へと続く「大手筋」を歩きました。 

最終チェックポイントの本

丸で一度お昼休憩を取り、午後

は答え合わせとジャンケン抽選

会などを行いました。 

正直な感想、子供たちをメイン

にガイドするのは初めての事。

約半日歩くことで小田原城の

歴史、お城としての機能など

一通り学習できるように問題

及びコースを作成しましたが、

予想通り子供たちのハートを

つかむのは難しいという印象を

受けました。 
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しかし、どのお子さんたちも

成績優秀で子供たちの吸収力の

高さに驚かせられました。 

 私も幼い頃に小田原城に連れて

行かれてお城が好きになりました。

この日案内した子供たちがお城を

好きになってくれると嬉しいです。    

（山本 篤志） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        皆様のご感想は次号にも掲載します！ 

 

 

Kouminkan Café（公民館カフェ） 
 

こんにちは。小田原市民の

守屋佑一です。 

僕は、小田原の早すぎた英雄

（ゆるキャラ）「梅丸」の復活

させる活動を機にこの「みんなで

お城をつくる会」に関わることに

なりました。 

小田原は本当に素晴らしい

ものが潜在的に眠っているにも

関わらず、それをどうにもうまく

活用出来ていないと感じます。

梅丸もまさにそうでした。 

市役所の壁にぼろぼろに埋もれ、

もう二度と日の目を浴びる

ことはないと思われた梅丸

ですが、チャリティーTシャツの

販売など実績を作っていくこと

によって、復活。今では着ぐるみ

まで製作されハルネ小田原にも

梅丸広場という名前のもとにも

なりました。 

 

新しくなにかをつくることも

大切ですが、もともと素晴らしい

ものが数多くある小田原では

無理に新しさを打ち出すの

ではなく、そこにあるものに目

を向け、打ち出し方さえ変えて

いけばそれは「新しく」生まれ

変わることも可能なはずです。 

それはまさしく、小田原城にも

いえることでしょう。小田原城

天守が木造化で復活すること

によって、それは「新しく」

尚且つ小田原らしいものとして

また小田原のシンボルになりうる

ことができます。 

僕が行っている活動の一つに

「Kouminkan Café（公民館

カフェ）」というものがあり

ます。これも、新しい場所など

ではなく、もっと小さな地域

単位に必ずある公民館に目を

向けて活用しようという取り

組みのもと行っています。 

 

2014年には公民館カフェと

お城をつくる会でコラボした

イベントを開催しました。 

2016 年、今年もまた行う予

定です。特別な催しではなく、

小田原城をどうしていけば

小田原はもっとよくなるのか。

そんなことをざっくばらんに

わいわい話すようなものでい

いと思っています。 その時は

またこのお城通信でもお知らせ

するので是非とも皆さんも

参加してください。お城だけに

限らず、小田原にあるものに

目を向けて小田原をもっと

よくしていきましょう！ 

（守屋 佑一） 
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地元小田原の歴史を知る

いい機会になりました。実際に

歩きながら気になる部分を

質問してみたり、それを解説

してもらったり、様々な発見が

ありました。（ボランティア

グループ キャンバス 田中） 

 

今日は、楽しいお話ありがとうございました。

田代先生や山本さんの話を聞いて、今まで

なにげなく教室からながめていた小田原城

に興味がわきました。それに、小田原城の

中に入ったのは初めてだったので、ちょっと

ワクワクしました。（中略）私たちの力で、

この歴史を守っていきたいです！私たち

のほこりを、守っていきたいと思って

います。明日、友達にたくさん教えて

あげたいです。（Ａ・Ｙ中２） 

 



  

 

小田原城天守木造化の可能性検証組織に関する要望書について

一昨年の 12 月、所謂フィジ

ビリティスタディー＝FS を行う

組織の立ち上げることを市に

要望いたしました。私たちの

要望はあくまで、解決すべき要件

をならべて、それらの解決策が

具現化できるか、解決できる

可能性が十分に高いかを評価

検証することを目的とした官民

一体の組織を立ち上げることを

要望しました。 

要件の項目としては以下の

ようにあげました。 

・市の都市計画やその他の計画と

整合している 

・多くの市民が木造化天守を

望んでいる 

・史実に基づいた再建図が

描ける 

・建築基準法に沿った建築が

できる 

・木造建築にかかわる建築技術者

が育成できる 

・構法に則した十分な木材が

確保できる 

・建設資金が確保できる 

・建替え後の管理運営体制が 

整う 

これらの点について、有識者、

行政、市民で構成された「（仮）

小田原城天守木造化可能性

検証検討委員会：（通称 木造

天守FS）」と言うべき組織を

庁内に設け、検証作業を行って

いくよう要望したわけです。 

この要望書は昨年 1 月に

開催された市議会厚生文教

常任委員会にも報告され、

まずは行政内での検討が始

まったところです。現在の進捗

状況を行政側窓口（文化部文化

政策課）に問い合わせたところ、

関係する各担当部署で現在

検討中とのことで、内容的には

決して簡単なことではないので、

まずは問題点を洗い出し問題の

項目について整理できたところ

で今後の進め方を見定めて

いきたいとのことです。      

私たちとしては、議会への中間

報告を経て改めて有識者、市民へ

検討委員会の招請をしてくる

ことを期待しています。市に

対しては、遅くとも本年早々

（1 月末ないしは 2 月）には

何らかのアクションを起こして

ほしいとお願いしてきました。 

本年は小田原城天守のリニ

ューアルも終わり天守最上階

には摩利支天を祀る空間が

木造で再現されます。その際、

我々が寄贈した天守の森の木が

正面の柱に使われることに

なっています。FS もそれに

合わせて進捗するよう討議を

進めていきたいと願っています。

（岩越 松男） 

 

摩利支天に寄贈した木材について

我々の寄贈した木材は 2013 年 11 月 30 日（月齢 28 夜）、古来より 

洋の東西を問わず言い伝えられてきた月が闇夜のころの月齢に従って

伐り、葉をつけたまま数か月間乾燥してから製材しました。天然乾燥

した木材は木の樹齢の倍以上は持つと言われています。天守が木造化

されるときには、是非正しい方法で伐採してほしいと思います。 

（岩越 松男） 

 

☆おまけ☆ 
なんと！！あの NHKの人気番組「ブラタモリ」が小田原城に！！ 

最後のテロップに「みんなでお城をつくる会」が出るかも！？ 

乞うご期待^^ 

放送は 1月 23 日(土)夜 7 時 30 分です。

http://www.nhk.or.jp/buratamori/yokoku.html 
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お知らせ 
当会が天守の森を守るために

活動方針として環境保全をあげて

いることから、神奈川県の水源環境

保全・再生かながわ県民会議から

以下のご案内が来ています。 

『おしえて・話して!かながわの

森と水 in藤沢』 

平成 28年 1 月 16 日 

13:30～16:00 藤沢リラホール 

入場無料 

 

主催：神奈川県水源環境保全課  

http://www.pref.kanagawa.jp/

cnt/f7006/ 

http://www.nhk.or.jp/buratamori/yokoku.html
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7006/
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7006/


  

「お城をつくる会」をご友人に紹介しませんか！ 
 

ご友人に「小田原城が好きな方」「是非お城をつくる会をご紹介したい方」「ボランティアをしてくださる方」

「募金箱を設置してくださる方」が いらっしゃいましたら、お名前、 ふりがな、電話番号をご記入頂き、お城

の会事務局までＦＡＸ（０４６５－４６－８９４４）を下さい。 事務局からご友人へご連絡させて頂きます。 

 

個人賛助会員大・大・大募集！！ 

年会費１口：3,000 円からご入会いただけます。 
（入会金はございません） 
 

 ※個人正会員は、入会金：20,000 円、年会費：20,000 円でございます。 

 

紹介者（会員様）のお名前： 

ご友人のお名前 ふりがな 電話番号 
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